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推奨行動に関する
マーケティングデータ

～推奨を受ける立場 編～



P.1調査概要

■調査手法 ： ＷＥＢリサーチ

■調査期間 ： ２０１６年１０月１４日（金）～１０月１７日（月）

■調査対象 ： 首都圏在住の２０歳～５９歳

■有効回答 ： ４２６名

【内訳】

男性 ２０代 ５４名 女性 ２０代 ５０名

３０代 ５５名 ３０代 ５０名

４０代 ５２名 ４０代 ５４名

５０代 ５６名 ５０代 ５５名

合計 ２１７名 ２０９名



P.2１．家族などから推奨を受ける頻度について

• 家族など（＝「家族、友人、知人」、以下同様とする）から推奨を受けることがある人の割合（頻繁にある＋たまにあ
る）は７３．７％であった。その内訳は「頻繁にある」が７．０％、「たまにある」が６６．７％であった。推奨を受けること
がある人は多いが、その頻度が多い人は少数派である。

• 推奨を受けることがある人の割合を性別でみると、男性（６７．３％）と女性（８０．４％）のあいだに１３．１ポイントの
差がみられた。家族などから推奨を受けることがある人の割合は、男性より女性のほうが多かった。推奨を受ける
人が男性で少ない傾向は、「ほとんどない」の割合が３２．７％と高いことからも、うかがえる。

• 推奨行動は、「推奨する側」「推奨される側」のどちらの立場でみても、男性より女性のほうが活発である。
※「推奨行動の実態編」もご参照のこと

※四捨五入のため、グラフ上の値との合計値が僅かに一致しない場合あり

Q.普段、家族、友人、知人から【推奨】を受けることがありますか。(SA)
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P.3２．家族などから推奨を受けるスタイルについて

• 家族などから推奨を受けるスタイルについては、「自らアドバイスを求めることが多い」が２５．２％、「求めていない
が相手が推奨してくることが多い」が１９．４％であった。自らアドバイスを求める人がやや多かったが、全体的には
「どちらともいえない」が５５．４％と多数を占めており、どちらかのスタイルに大きく偏っているわけではない。

• 推奨を受けるスタイルを性別で比べると、男性と女性のあいだには大きな差はみられなかった。そのなかでは、男
性３０歳代で「自らアドバイスを求めることが多い」が３９．４％と突出して高いことが目立った。それ以外の各年代
では、「自らアドバイスを求めることが多い」の割合は、男性より女性のほうが高かった。男性３０歳代では、家族な
どから推奨を受けることがほとんどない人も多かったが（前頁ご参照）、一方で、自ら相手にアドバイスを求めて、
推奨を受けることが多い人も多かった。

Q.家族、友人、知人から【推奨】を受ける際は、次のどちらのパターンが多いですか。(SA)
　※N=普段から推奨を受ける層
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1.自ら相手にアドバイスを求めて、推奨を受けることが多い
2.どちらともいえない
3.アドバイスは求めていないが、相手が推奨してくることが多い



P.4３．推奨やクチコミ情報の扱い方について①

• 情報の参考度（強く参考にする＋参考にする）は、自ら家族などに求めて推奨を受けた場合は３５．５％、ＳＮＳなど
のネット上でクチコミ情報を見聞きした場合は２０．３％であった。参考度は、前者のほうが高かった。ネット上で見
聞きしたクチコミ情報よりも、知り合い（家族、知人、友人）からダイレクトに受ける推奨のほうが参考にされる。

• どちらの参考度も、男性より女性のほうが高かった。女性は、推奨やクチコミ情報を参考にして、商品やサービスを
選ぶ傾向が強い。

• ネット上のクチコミ情報に対する参考度を「どちらかといえば参考にする」まで含めた割合で比較すると、
男性は５２．６％、女性は６７．５％であった。一方で、参考にしない計（まったく参考にしない＋参考にしない＋どち
らかといえば参考にしない）は、男性（９．５％）が女性（５．４％）を上回った。男性は相対的に、ネット上のクチコミ
情報を参考にしない人の割合が多い。

※四捨五入のため、グラフ上の値との合計値が僅かに一致しない場合あり

Q.⾃ら家族、友人、知人にアドバイスを求めて【推奨】を受けた場合は、その情報をどの程度、参考にしますか。(SA)
　※N=このパターンで推奨を受けることがある層
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　※N=このパターンで情報を⾒聞きすることがある層
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P.5３．推奨やクチコミ情報の扱い方について②

• 推奨やクチコミ情報については、それが良い点に関するものであっても、悪い点に関するものであっても、情報を受
ける側の参考度（強く参考にする＋参考にする）には大差がみられなかった。どちらも参考度は約３割であった。
ただし、参考にしない計（まったく参考にしない＋参考にしない＋どちらかといえば参考にしない）を比べると、良い
点では３．９％、悪い点では７．８％と差がみられた。推奨が悪い点に関する情報であった場合、それを参考にしな
い人は、良い点に比べて多い。

• 参考度を性別でみると、悪い点において、男性（２９．６％）と女性（３５．２％）のあいだに５．６ポイントの差がみら
れた。良い点では差がほとんどみられなかった。推奨が悪い点に関する情報であった場合、男性は女性に
比べて、無視する（＝参考にしない）人の割合が多い。

※四捨五入のため、グラフ上の値との合計値が僅かに一致しない場合あり

Q.良い点に関する【推奨】を受けたり、クチコミ情報を⾒聞きしたりした場合は、その情報をどの程度、参考にしますか。(SA)
　※N=このパターンの推奨を受けることがある層
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　※N=このパターンの推奨を受けることがある層
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P.6まとめ

� 家族などから推奨を受けることがある人は７割以上

家族など（＝家族、知人、友人）からの推奨を受けることが、頻繁にある人は７．０％、たまにある
人が６６．７％であった。合計は７割以上（７３．７％）であったが、そのほとんどを「たまに」が占め
た。推奨を受けることがある人は多いが、その頻度が多い人は少数派であった。（この合計の割
合を「被推奨率」とする）

被推奨率を性別でみると、男性では６７．３％、女性では８０．４％であった。逆に、推奨を受けるこ
とがほとんどないとした人は、男性では３２．７％、女性では１９．６％であった。ほとんどない人の
割合は、特に男性の３０歳代（４０．０％）と５０歳代（３３．９％）で高かった。

推奨を行う側としても（※）、推奨を受ける側としても、推奨行動が活発なのは女性である。

（※）推奨行動の実態編をご参照のこと

� ネットのクチコミ情報より、家族などからの推奨のほうが参考にされる

自ら家族などにアドバイスを求めて推奨を受けた場合は、その情報に対する参考度（強く参考に
する＋参考にする）は３５．５％であった。性別でみると、男性（３０．６％）より女性（４０．２％）のほ
うが高かった。

一方、ＳＮＳなどのネット上でクチコミ情報を見聞きした場合は、その情報に対する参考度は２０．
３％であった。家族などから推奨を受けた場合に比べて、１５．２ポイント低かった。知り合い（家
族、知人、友人）からの推奨で得た情報のほうが、ネット上のクチコミ情報よりも参考にされている。

クチコミ情報に対する参考度は、男性で１９．６％、女性で２１．０％であり、性別による差は小さ
かったが、男性ではクチコミ情報を参考にしない計（まったく参考にしない＋参考にしない＋どちら
かといえば参考にしない）が９．５％と高かった。女性におけるこの割合は５．４％であった。男性
はクチコミ情報を無視する（＝参考にしない）人の割合が女性よりも多い。

� 良い点も悪い点も、同様に参考にされる

家族などから受けた推奨やネット上のクチコミ情報について、それが良い点に関する情報であっ
ても、悪い点に関する情報であっても、情報を受ける側の参考度には大きな差はみられなかった。
良い点に関する情報であった場合の参考度は３０．５％、悪い点に関する情報であった場合の参
考度は３２．５％であった。

一方、参考にしない計の割合は、良い点に関する情報であった場合は３．９％、悪い点に関する
情報であった場合は７．８％であった。後者が前者の２倍の割合であった。これは、悪い点に関す
る情報を受けても無視する（＝参考にしない）という人が、良い点であった場合に比べて多いこと
を示している。

悪い点に関する情報であった場合の参考度を性別でみると、男性（２９．６％）は女性（３５．２％）
より低かった。推奨が悪い点に関する情報であっても、男性は女性に比べて、それを無視する人
の割合が多い。
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